
給与額の男女間格差

・給与金額は、正社員同士、
非正規雇用労働者同士で
比較しても、全体としてみると、
男女間に差。
年齢が高まるにつれて
その差が拡大。
・給与金額は、同じ職業、
勤続年数であっても、
男女間で差。

（厚生労働省「令和２年賃金構造基本統計調査」より作成）
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政府一体となって対策を推進

○ 長引くコロナ禍の影響により、孤独・孤立の問題が社会問題として一層深刻化・顕在化
→ 令和３年２月より、孤独・孤立対策担当大臣が司令塔となり、政府一体となって孤独・孤立対策を推進
→ 孤独・孤立対策推進会議（全省庁の副大臣で構成）を開催し、総合的・効果的な対策を検討・推進

○ 孤独・孤立対策の重点計画を令和３年12月に策定（推進会議で決定）

孤独・孤立対策の主な取組

NPO等との連携

○ 孤独・孤立対策に取り組むNPO等に対し、「16か月予算」の考えのもと、支援対象やスキームの拡充強化
を図りながら、令和４年度予算案と令和３年度補正予算を合わせて63億円を用意し、安定的・継続的に支援

○ 「孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム」を令和４年２月に設立

ソーシャルセクターとの連携強化・育成

ＮＰＯ等のソーシャルセクターとの連携を一層強化し、孤独・孤立対策をさらに前進させる

 休眠預金等活用制度においては、民間の公益活動の自立した担い手の育成や、民間の公益活動に係る資金を調達できる環境

休眠預金等活用制度による支援

ソーシャルセクターの育成

ソーシャルセクターの育成につながるよう休眠預金等活用制度の活用などに取り組む

○ 2018年に創設した休眠預金等活用制度により、孤独・孤立対策や子どもの貧困対策など、NPOをはじめと
する民間団体の活動支援を推進

○ ソーシャルセクターの重要性を踏まえ、先月策定の「2022年度 基本計画」では、「ソーシャルセクターの
発展支援」を新たに明記
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